
規定課題 -参加者作品

2015 年 3 月～ 5月
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料理の写真は全てイメージです

当店の地図・
店舗情報を
ケータイ・スマホ
で見る

菊華大飯店　〒 252-0804　神奈川県藤沢市湘南台 2-5-11 ウエストプラザ 2F

★　グループレッスンで、気軽に楽しく中国語を学ぶことができます。

★　いろいろな中国茶をご用意していますので、中国文化も体験できます。

★　IPA 国際公認漢語教師資格を取得したプロの講師が、直接法により、分

　　かりやすく、中国語のブラッシュアップをサポートします。

★　授業時間：毎週水曜日　　　　

　　12：00 ～ 13：00　ランチタイム（実費 630 円＜税込＞から）

　　13：00 ～ 13：50　発音・会話

★　3名様以上開講 　　　★　3か月受講可能です。

★　開講３日前までにご予約ください。

お申込みは↓↓↓から

Tel：045-663-6258　　E-Mail：info@hatakura.com

受付時間：月～土　10：00 ～ 18：00

お気軽にお問い合わせください！

皆様のレベルアップに伴い、新クラスを開設致します。初心者の方もお気
軽にお申込みください。

実施場所 : 藤沢市湘南台 2-5-11 ウエストプラザ 2F

　　　　　湘南菊華大飯店内

レ
ッ
ス
ン
の
特
徴

初心者
主婦
シニア
大歓迎！旗倉言語学院主催

規定課題 -白菜料理

IPA 中華料理技師試験会場 IPA 中華料理技師試験 -実技試験

中国語無料カルチャーサロン 新クラス生徒募集中！

※カルチャーサロンより更にレベルアップした学習をされたい方には…
★グループレッスンコース　★親子コース　を開

講いたします。中国語だけではなく、日本語・英

語のレッスンも可能です。それぞれレベル別にク

ラス分けを致しますのでご安心ください！

各 4名からのグループレッスン♪！

※親子コースは 3組 6名からとなります

第 1 回 IPA｢ 中華料理技師 ｣ 資格試験実施
　国際的に即戦力として通用する人材の育成及び料

理文化の伝承、並びに日本国内における日本風中華

料理専門調理技術者の育成推進を目的とした、日本

国内初の ｢ 中華料理技師 ｣ 資格試験が 2 月 10 日午

後 1 時より当店（菊華大飯店）にて、一般社団法人

国際職業能力資格認証協会（略称 IPA）の主催によ

り実施された。

　当日は、IPA 外部審査委員及び一 IPA の全理事に

より構成される議長団、並びに試験参加者の一部と

現地市民団体が開会式に出席した。式典では、IPA

協会代表理事奥村穰氏が挨拶に続き、IPA 協会の今

後の活動と中華料理技師資格の市場ニーズ及び資格

試験の趣旨について説明を行った。

　日本国内初となる今回の ｢ 中華料理技師 ｣ 資格

試験には、日本全国より 13名の調理師が集結した。

横浜中華街の華僑、現在日本に勤務する中国本土

の優秀な調理師、また、日本の調理師専門学校で

学ぶ方など参加者は多岐にわたった。協会では、

北京から戻った世界中国料理連合会国際評議員王

建華氏を外部審査委員代表として特別に招待し、

今回の資格試験を筆記試験と実技試験により参加

者の総合評価を行うだけに留まらず、美食業界の

交流を促進する場として、また、日本の中華料理

の調理技巧を示す絶好の機会と位置づけ、今後更

に日本の中華料理界の交流推進を図り、｢ 中華料理

技師 ｣ 資格試験の業界における認知度を高めるこ

とに繋げていく考えだ。

　今回の実技試験は規定課題と自由課題の 2 つの部

分から構成され、規定課題では冬白菜を主な材料と

し、全食材の 40％以上使用すること、また、材料

費を 1500 円以下に抑えることが条件とされた。参

加者達は冬野菜をテーマに、最新の流行と日本なら

ではの特色を融合させ、審査委員と観衆を視覚的に

魅了した。会場の盛り上がりも最高潮に達し、｢ 中

華料理技師 ｣ 資格試験の文化的意義と独自性を強く

示すイベントとなった。後半戦では、選手達は自由

課題で熾烈な戦いを繰り広げ、審査委員と観衆から

喝采を浴びた。

1. 前菜 4 種盛り ＆ ミル貝のネギソース和え

2. フカヒレ姿煮

3. 伊勢えびのチリソース 

4. チリアワビと豚バラの醤油煮込み

5. 真珠焼売＆クリーム入り梨団子

6. 筍・椎茸入り野菜炒め

7. 牛ヒレのトウチ炒め

8. 蟹ミソと髪菜入りフカヒレスープ 

9. 菊華特製炒飯

10. 本日のデザート

料理の写真は全てイメージです

４SHONAN KIKKA湘南 菊華大飯店　TEL:0466-46-7866  FAX:0466-46-7865 HP:www.kikkahanten.com 

菊華大飯店　〒 252-0804　神奈川県藤沢市湘南台 2-5-11 ウエストプラザ 2F

無料送迎バスあり、
10名様以上～（28 名乗）　先着順

大小個室、テーブル席、お座敷完備

（4名様から200名様まで承ります）

お料理もご予算に応じて承りますので、

どうぞお気軽にご相談下さい

9 品
料理

10品
料理

TEL:0466-46-3220
FAX:0466-46-7865

〒 252-0804　神奈川県藤沢市湘南台 2-5-11

ウェストプラザ 1番地２F　※湘南台駅西口 Aすぐ

予約
受付

営業
時間

11：00 ～ 23：00
L.O.22：00

飲茶館のメニューをリニューアルについてお知らせ

慶事・祝事特選ご宴会プラン

梅

コ
ー
ス

竹

コ
ー
ス

1. 前菜 5 種盛り合わせ 

2. 海鮮 2 種とグリーン野菜の炒め

3. 北京ダック 

4. 南高梅酢豚

5. 手作り焼き餃子 

6. 麻婆豆腐

7. フカヒレスープ

8. 五目炒飯

9. 本日のデザート 3,800 円

7,000 円

（
税
込
）

（
税
込
）

ご注文は 2名様より

ご注文は 2名様より

ご注文は 2名様より

ご注文は 2名様より

蘭

コ
ー
ス

菊

コ
ー
ス

9 品
料理

10品
料理

1. 前菜 6 種盛り合わせ 

2. 牛ヒレと季節野菜のオイスターソース炒め

3. 北京ダック

4. 豚バラ蒸し煮　中華パン添え

5. 小籠包＆海鮮春巻

6. エビのチリソース＆マヨネーズ炒め

7. 蟹肉入りフカヒレスープ 

8. 蟹炒飯

9. 本日のデザート 5,400 円

8,640 円

お一人様 /

お一人様 /

お一人様 /

お一人様 /

（
税
込
）

（
税
込
）

1. 前菜 4 種盛り＆フカヒレ刺身 

2. 菊華鯛 

3. 豚バラの蒸し煮　宝塔仕立て 

4. フカヒレ姿煮 

5. 蟹ミソ入り小籠包 

6. 豚肉と季節野菜のコラーゲン火鍋 

7. 伊勢えびの黒胡椒陶板焼き　白飯つき

8. 生ウニ入りフカヒレスープ 

9. 水餃子 

10. 季節のフルーツ

　5 月 1 日（金）より菊華飲茶館のメニューを一部リニューアルします。既存メニュー

に加え、セルフサービスコーナーのメニューを増やし、温菜、サラダ、デザート、ケー

キが食べ放題になります！皆様、是非ご利用ください！

◎手作り点心

◎中華菓子

◎アジア物産

◎生　　麺

菊華食品館
御優待割引券

（現金支払いのみ）

*他サービスとの併用不可　*他クーポンとの併用不可

5％OFF

〒 252-0804

藤沢市湘南台 2-16-18

TEL:0466-53-8188　FAX:0466-53-8189
● 2時間制

● 2時間制

￥1700喜楽プラン
（税
込
）

￥2140楽得プラン
（税
込
）

中 華 食 べ 放 題中 華 食 べ 放 題
キが食べ放題になります！皆様、是非ご利用ください！

中 華 食 べ 放 題
キが食べ放題になります！皆様、是非ご利用ください！

中華食べ放題



　路
ろ ぼ う

傍の花が咲き、そして、緑の萼
がく

を残し枯
か

れていく。

　若
わかくさ

草が春を告
つ

げ、柳が芽
め

吹
ぶ

き、また一年が巡
めぐ

る。

昨年末の忙
いそが

しさは正月の訪
おとず

れとともに過
す

ぎ去
さ

り、中

国伝統の正月である春
しゅんせつ

節がやってきた。春
しゅんせつ

節は国

外で生活する中国人にとって些か贅沢にも思え、

「爆
ばくちく

竹の鳴
な

る中、行
ゆ

く年に別
わか

れを告げる」中国の新年

の雰囲気をじっくりと味わう間もなく、｢ 暖かな春
しゅんぷう

風

の中、心ゆくまで屠
と そ

蘇を飲む ｣ 春の風
ふ ぜ い

情が既に感じら

れるようになっていた。知らず知らずの内に、春はそ

の歩みを進め、音もなくゆっくりと、言い合わせたか

のようにやって来た。

　春
しゅんかん

寒の中、冬の間眠
ねむ

っていた枯れ草も微
かす

かに生
せ い き

気を

放
はな

ち、窓の外はうららかな春の光に満
み

ち、春はそのた

おやかな姿
すがた

こそはっきりと現してはいないものの、そ

の訪れを確実に感じさせる。見ると、しとしとと降る

こぬか雨が草
くさばな

花を呼び覚
さ

まし、早く芽
め ぶ

吹けと語
かた

りかけ、

やさしい春風が大
だ い ち

地を目
め ざ

覚めさせようとしている。う

ららかな春の訪れが待ち遠
どお

しい。

　昨年の今頃、娘が桐
とういん

蔭学園小学部に入学し、学校

生活という人生の新たなスタートを切った。正
まさ

に桜

満
まんかい

開の季節。校
こうてい

庭の桜は互いに競
きそ

い合
あ

うかのように、

薄
うすべにいろ

紅色の霞
かすみ

の如
ごと

く咲き誇
ほこ

っていた。そよ風が吹きぬけ、

枝
えだ

いっぱいの花が雨のように乱
みだ

れ散
ち

り、様々な形の桜

の木、白
は く あ

亜の校舎、新入生の揃
そろ

いの濃
のうこん

紺の制服が鮮
あざ

や

かなコントラストを映し出し、満開の桜がより雪のよ

うに白く、雲
うんかい

海のように見えた。

　また、花の舞
ま

う季節がやって来た。あれから一年が

たった今日、私は妻とともに娘の小学校に 6 年生の送

別音楽会の参
さんかん

観に行った。学年ごとの合
がっしょう

唱や合
がっそう

奏に加

え、桐蔭学園小学部生徒総
そうぜい

勢 103 名からなる打
だ が っ き

楽器、

金
きんかんがっき

管楽器、木
もっかんがっき

管楽器などで構成された鼓
こ て き

笛隊の素晴ら

しい演奏を聴く機会にも恵
めぐ

まれた。まだあどけなさの

残る子供達の顔が、音楽のリズムと強
きょうじゃく

弱の変化と相
あい

ま

って、完全に一体になっていた。夢
むちゅう

中で楽
が っ き

器を演奏し

つつ、先生の指
し き

揮に注意を払い、時
ときおり

折現れる管楽器の

激しい旋
せんりつ

律やバイオリンの優
ゆ う が

雅な楽
がくしょう

章、また、演奏の

合
あ い ま

間の拍手、全てが渾
こんぜんいったい

然一体となり、とても素晴らし

い演奏だった。小さな音楽家達の素晴らしい演奏はそ

の巨
きょだい

大な力で観衆を魅
みりょう

了し、音楽会のムードは最
さいこうちょう

高潮

に達した。

　1 年前或いは数年前の今日、子供達はこの見
み な

慣れぬ

学校に足を踏み入れたばかりで、何もわからずただた

だ呆
あ っ け

気に取られていたことだろう。一年後或いは数年

後の今日、日々の努力の積み重ねにより、同じ楽
がっきょく

曲を

異
こと

なる楽器を用
もち

い、異なる形で演奏し、同じメロディ

ーをこんなにも荘
そうごん

厳に美しく表現したのだ。子供達が

一
いちがん

丸となって生まれたこの楽
がくだん

団に、私は思わず拍手

喝
かっさい

采した。一つの目標に向かって皆が心を一つにし、

同じ曲を心に奏
かな

で、音楽を楽しみ同じ音
お ん ぷ

符を表現する。

　また桜の花が咲き乱れる季節がやって来た。人の一

生はまるで桜の花の如
ごと

く、儚
はかな

く、そしてきらきらと輝

き、最も美しい瞬間に散りゆき、散り際さえもこんな

にも美しい。雪のように舞
ま

う桜
さくらふぶき

吹雪の中を歩くと、人

は誰しも命というものに思いをはせることだろう。私

はふと思った。桜の美しさは一
いちりん

輪の美しい花だけでは

成り立たない。その美しさは、たくさんの花が集まっ

てこそ生まれるものなのだ。

　私は幼
ようしょう

少期を中国の北
ほっぽう

方で過ごした。延
えんえん

々と続く長

い冬、春の訪れを感じることはなかなかできなかった。

幼
おさな

い頃の春の思い出といえば、北へ帰る雁
がん

の群
む

れの鳴
な

き声
ごえ

でいつも目
め ざ

覚めていたことだ。幼い私の記憶の中

で、雁の群れが故
こきょう

郷の家の屋根をかすめると、春がや

って来たのを感じた。成長するにつれ、私の雁に対し

ての理解も徐
じょじょ

々に深まった。北の雁が南へ渡
わた

り、南の

雁が北に渡り、隊
たいれつ

列は独
どくとく

特な光
こうけい

景を作り出している。

一羽が列を離
はな

れようとするとすぐにそれを阻
そ し

止しよう

とする不思議な力が働き、前の仲間の ｢ 推

進力 ｣ に引き寄せられるようにすぐに隊列

に戻る。先
せんとう

頭の一羽が疲れると、隊列の後

方に回り、別の一羽が先頭に立ち隊列を率
ひき

いる。後
こうほう

方にいる雁は、前を飛ぶ仲間がス

ピードを落とさないように鳴き声をあげて励
はげ

ます。更に重要なのは、仲間が病気や銃
じゅう

で撃
う

たれ負
ふしょう

傷し列を外
はず

れた場合、他の二羽が一緒

に列を離れ、その仲間に寄り添
そ

い、後方で弱

った仲間をサポートし守るという点だ。落
ら く ご

伍

した雁とそれに付き添う仲間は、弱った一羽

がしっかりと翼
つばさ

を広げ飛ぶことができるよう

になるか又は死んでしまうまでずっと一緒に

飛び続ける。その後、二羽は自分で飛んで行

くか、或いは、他の隊列に加わり自分の群れ

を追う。同じ目標と集団意識を持った人間は

より早く、より容
よ う い

易に目標を達成することが

できる。彼らは互いの推進力を利用し前進するからだ。

もし、我々の組織が雁と同じような意識を持っていれ

ば、我々は同じ方向を目
め ざ

指す仲間とともに隊列に留
とど

ま

り、共
きょうつう

通の目標に向かい、足
あ し な

並みを揃
そろ

え、互いに支え

あい、前進し続けることができる。

　菊華大飯店は今年開店 18 周年を迎えた。この 18 年

間、歴
れきだい

代の料理長は皆、技の伝
でんしょう

承とメニューの刷
さっしん

新に

弛
たゆ

まぬ努力を続けてきた。18年間の道のりは長くもあ

り、また短くもある。18 年後の発展は、一つの組織

にとって、その存
そんぞく

続力に対する検証でもある。18年に

わたり築
きず

き上げてきたブランドを守り、発展させてい

くため、しっかりとした組織を作り上げること、これ

こそが今我々の会社にとって最も大きな課題だ。組織

がしっかりしているか否
いな

かは、今後の企業の発展性を

左
さ ゆ う

右すると同時に、組織の結束力と競争力の表れでも

ある。組織形成は企業の発展の礎
いしずえ

であり、企業運営は

企業管理の精
せいえい

鋭が長年培
つちか

ってきた経験の蓄
ちくせき

積である。

　実際、集団を外れて成功を収
おさ

めたものはただ一人と

して存在しない。集団の発展はその組織形成にかかっ

ている。中
ちゅうかく

核層
そう

を形成する際に最も重要なのは、集団

の中核となる人材の育成だ。中国にはこのような言葉

がある。｢ 一人の優
すぐ

れた人物には三人の協力者がいる

｣　即
すなわ

ち、この世の中に完璧な人間はおらず、如
い か

何に

優れた人物であっても、必ず周囲の人間の助けが必要

だということだ。正
まさ

にその通りだと思う。リーダーは、

指導者であると同時に組織を構
こうちく

築する役割も担
にな

う。ま

ずは、ブレーン及び運営グループを組織し、集団の中

核層を形成する。そして、中核社員を最大限に活用し、

集団の目標を行
こうどう

動計画に引き上げることで、初めて企

業の業績を急速に伸ばすことが可能となる。私は企業

集団の最高責任者として、結束力のある集団を作り上

げるため、長
ながねん

年にわたり苦
く し ん

心してきた。組織の構築が

企業の発展にとって如何に重要で切
せつじつ

実な問題であるか

身にしみて感じている。

　一年の計は春にあり。春の訪れは人に希望を与える。

菊華大飯店の今年の最大の目標は組織全体及び中核層

の形成だ。中核層の社員は、リーダーとしての基本的

素
そ よ う

養と能力を備
そな

え、会社の経営計画を理解することは

もとより、目標の設定とその実現に参
さんかく

画し、各社員が

会社の目指す方
ほうこう

向性を理解した上で、同じ方向に向か

い行動するように導
みちび

かなければならない。

　従業員が皆、心を合わせ、上からの指示を徹
てってい

底し、

同じ方向に向かい、力を合わせなければ、企業の統一

した目標など設定することはできない。一企業として

の統一した目標は、企業の方向性とそこに働く社員達

の共通の目標から生まれる。そのようにして生まれた

目標こそが、社員が向かうべき方向を示
しめ

し、努力の原

動力となり、全体を感
か ん か

化し一
い っ ち

致団
だんけつ

結する道
みちしるべ

標となるの

だ。企業の発展も然
しか

り、部門の形成もまた然り。厨房

においては、安定的に統一した料理を提供するよう管

理することが調理技術の伝
でんしょう

承に最も重要なことであり、

ホールにおいては、合理的なサービス体系を整備する

ことが顧客の満足につながる最も大切なことである。

　色とりどりの鮮やかな花が美しさを競
きそ

い合
あ

う春、偶

然目にした娘の小学校の音楽会が私に幼少期の記憶を

蘇
よみがえ

らせた。きらきらとした春の光が私の心に射
さ

し込

む。それはまるで、私と共に働く仲間たちが、この先

も努力を絶
た

やさず、新しいものを生み出し続けていく

よう激
げきれい

励してくれているかのようだった。

　一
ひとひら

片の花びらをつまみ、香りを心に刻
きざ

んだ。人生に

おける一つ一つの巡
めぐ

り合いを大切にし、一つ一つの感

動を胸に刻
きざ

みつける。私と仲間たちは、うららかな花

開く春の宴に集
つど

う。

　花開く季節は私に教えてくれた。桜の美しさは一輪

の美しい花だけでは成り立たない。その美しさは、た

くさんの花が集まってこそ、初めて生まれるものなの

だということを。
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社
長
の
ブ
ロ
グ

菜
根「壇」（六）

開
く
季
節

料理の写真は全てイメージです

花

水不波則自定、鑑不翳則自明。故心無可清。

去其混之者而清自現。楽不必尋。去其苦之者而楽自在。

水は波たたざれば則
すなわ

ち自
おのず

から定まり、鑑
かがみ

は翳
くも

らざれ

ば、おのずから明
あき

らかなり。

故に心は清
きよ

くすべき無し。

其の之を混
にご

らす者を去
のぞ

かば、清
せい

自
おのず

から現わる。

楽しみは必ずしも尋ねず。

其の之を苦しむる者を去
のぞ

かば、楽しみ自
おのず

から在
そん

す。

　水は波が無ければ、自然と静かに定
さだ

まり、鏡

は曇
くも

らなければ自然と事実を映
うつ

す。

　だから、人の心はあえて清
きよ

らかにすることは

ない。

　心を曇らすものを取り除
のぞ

けば、本来の清らか

さが自然と現れる。

　同様に楽しみを外に求める必要はない。

　心を苦しめるものを取り除
のぞ

けば、本来の楽し

みは自然とそこにある。

　つまり、人間の心はムクなので、汚れないよ

うにしていれば良いので、綺麗にしようとする

必要はない、ということ。

　言い換えれば、人間は鍛
きた

え清
きよ

めるより、汚れ

ないことが一番なのだ。
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職業紹介事業 14- ユ -300287
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機

械

エ
ン
ジ
ニ
ア
派

遣

機
械
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
派
遣
人事の安定をサポートする

優秀な機械エンジニアの安定確保は

製造業の要です

派遣エンジニアを是非ご活用下さい

料理の写真は全てイメージです

お菓子詰め合わせ

美味しい手作り水餃子を工場直売　菊華食品館へ

住所：藤沢市湘南台 2-16-18

月餅 2種詰め合わせ

（5 個入り）

950 円 (税込 1,026 円）

（10 個入り）

1,800 円 (税込1,944 円）

A2A1

（10個入り）

1,600 円 (税込 1,728 円）

お菓子詰め合わせA3

菊華お土産・ギフト

神奈川県藤沢市湘南台 2-16-18

菊華食品館

0466-53-8188予約
電話 0466-53-8189FAX

ご注文受付先

（15 個入り）

2,200 円 (税込 2,376 円）

お菓子詰め合わせA4

水餃子の茹で方

1. 大きめの鍋に 2 ／ 3 ほ
どの湯（水）を入れる。

3. 凍ったままの水餃子を
くっつかないように一つ
一つ鍋に入れる。

5. 再沸騰し水餃子が浮か
んできたら火を若干弱め、
箸でかき混ぜる。再度蓋
をして 6分ほど茹でる。

6.6 分したら鍋から水餃
子を取り出し、水気を軽
く切り、皿に盛りつける。

4.全部入れたら、箸で軽く
混ぜ、蓋をして、再沸騰す
るまで強めの中火で茹でる。

2. 強火で沸騰するまで沸
かす。
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お
客
様
の
声
を
き
く

　

「
こ
う
い
っ
た
こ
と
で
困
っ
て
い
ま
す
」
「
こ
う
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

お
客
様
の
声
に
、
み
み
を
傾
け
て
い
ま
す
か
。

　

ま
ず
は
、
「
聞
く
」
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。
耳
で
聞
く
の
は
知
る
こ

と
に
つ
な
が
り
、
情
報
を
共
有
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

次
は
、
「
訊き

く
」
こ
と
で
す
。
口
で
訊
く
と
い
う
こ
と
で
、
尋た

ず

ね
て
み
る
、

問と

い
か
け
な
が
ら
目
的
を
理
解
し
合
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
最
後
は
、
「
聴
く
」
こ
と
で
す
。
耳
と
目
と
心
を
傾
け
て
、
全
身

で
聴
く
こ
と
は
、
考
え
方
、
生
き
方
の
波は

ち
ょ
う長

を
相あ

い

て手
に
合
わ
せ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

「
き
く
」
こ
と
は
、
人
間
関
係
の
基
礎
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
人
と

人
の
会
話
の
肝き

も

も
、
話
し
方
に
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
実
は
き
き
方
に

あ
る
の
で
す
。

　

お
客
様
の
変
化
や
問
題
点
を
そ
の
ま
ま
に
き
い
て
い
て
把
握
し
、
よ
り
良

い
案あ

ん
け
ん件

を
提
案
す
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
お
客
様
に
重
点
的
に
話
し
て
も
ら

い
、
そ
の
言
葉
の
意
味
と
、
根こ

ん
て
い底

に
流
れ
て
い
る
気
持
ち
を
理
解
す
る
べ
く
、

耳
を
傾
け
ま
し
ょ
う
。

接
客
の
コ
ツ

　

杜
さ
ん
が
近
所
の
コ
ー
ヒ
ー
店
に
行
っ
た
時
の
こ
と
で
す
。

　

二
カ
月
に
一
度
く
ら
い
し
か
利
用
し
な
い
店
で
す
が
、
レ
ジ
係

が
か
り

の
女
性
ス

タ
ッ
フ
が
「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」
と
笑
顔
で
挨
拶
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

<

自
分
の
こ
と
を
覚
え
て
く
れ
て
い
る
の
か
な>

と
思
い
な
が
ら
ホ
ッ
ト

コ
ー
ヒ
ー
を
注
文
す
る
と
、
す
か
さ
ず
「
氷
な
し
の
水
も
お
付
け
し
ま
す

か
？
」
と
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

杜
さ
ん
は
、
注
文
の
際
に
い
つ
も
、
氷
な
し
の
水
を
付
け
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
来
店
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
そ
の
ス
タ
ッ
フ
が
毎

回
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
杜
さ
ん
は
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

　

杜
さ
ん
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
自
分
の
注
文
パ
タ
ー
ン
を
覚
え
て
く
れ
て
い

る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
お
客
様
一
人
一
人
の
こ
と
を

い
か
に
覚
え
て
お
く
か
が
接
客
の
コ
ツ
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
<

自
分
も
仕
事
を
す
る
上
で
、
「
お
客
様
」
と
い
う
抽
象
的
な
イ
メ
ー
ジ

で
は
な
く
、
一
人
一
人
好
み
も
違
う
特
別
な
人
だ
と
い
う
意
識
で
接せ

っ

し
よ

う>
と
思
っ
た
の
で
し
た
。

ラ
ー
メ
ン
は
月
二
回

　

楊
さ
ん
は
十
キ
ロ
の
減
量
を
目
標
に
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
大
好
き
な
ラ
ー
メ
ン
を
や
め
る
こ
と
、
ご
飯
の
量
を
半
分
に
す

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
食
事
制
限
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
か
え
っ
て
食
べ
物
の
こ

と
が
気
に
な
り
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
中
に
も
、
新
し
く
オ
ー
プ
ン
し
た
ラ
ー
メ
ン
屋
が
目
に

留と

ま
り
ま
す
。
そ
の
時
は
我
慢
す
る
も
の
の
、
や
が
て
ス
ト
レ
ス
が
溜た

ま

っ
て
、
結
局
は
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

何
か
を
制
限
し
た
り
、
自
分
に
鞭む

ち

を
打
つ
よ
う
な
目
標
設
定
は
合
わ
な

い
と
気
づ
い
た
楊
さ
ん
。
目
標
設
定
そ
の
も
の
を
変
え
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　

「
ラ
ー
メ
ン
は
月
に
二
回
、
行
き
た
い
店
を
毎
月
選
ん
で
食
べ
る
」
「
毎

日
の
食
事
は
色
と
り
ど
り
の
野
菜
を
中
心
に
楽
し
む
」
「
町
の
お
い
し
い

店
を
歩
い
て
探
す
」

　

目
標
設
定
の
言
葉
を
肯こ

う
て
い定

的
な
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
内
容
に
変
え

た
こ
と
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
楽
し
く
継
続
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

食
欲
も
抑
制
が
効き

き
、つ
い
に
十
キ
ロ
減
量
の
目
標
を
達
成
で
き
た
の
で
す
。

　

楽
し
く
な
る
よ
う
な
目
標
を
設
定
す
る
と
、
継
続
し
や
す
い
も
の
で
す
。


